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一般 にスル ツキー方程式 については
器=(器 九_一均(警L_…
1)
と考えて図的には第1図 の ように表示することが 多い。 もちろん,PΩ が代替
第1図
t)じi
第2図
工 し
効果 儲) u.,。。,,・ΩRが 所得効果x・(1訊_に 対応す畜
の
方程式 自体 はSlutskyにおいて もなん らこれ と変 らない。
しか しなが ら,な ん らかの型で(た とえ個 々の消費者で な くて,あ る程度 ア
グレゲ ・一,トされた消費者 について 団も)ス ル ツキー方程式 を用いて,消 費者行
動の経験的な分析をしようとす る場合には,方 程式で真に意味 されているよう
蔚 本 論 の 聞 題 の 存 在 に っ い て は ,地 主 助 教 授 に 負 う。 し か し,な お 存 在 す べ き 欠 点 は
も っぱ ら筆 者 の も の で あ る 。
1)た と え ばJ.R,Hicks,ValueandCapital(2nd,ed.;Oxford,1946)Chapter
2.そ の 他J.M.HendersonandR,E.Ωuandt,MicroeeomomicTheor2(New
York,1958)PP.24-32.な ど 。
2)も ち ろ ん,こ れ らは 変 化 率 で あ るか ら,絶 対 的 な 大 き さPΩ,ΩR,あ る い はP9
な ど は 単 に"対 応 す る"だ け で あ っ て,そ れ 自 体 で は な い 。
3)E.E.Slutsky,"OntheTheoryoftheBudgetoftheConsumer."in
Readin8sinPriceTheor■(Homewood,Ill.,1952)pp,27-一・56.
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な変化率自体 で な くて,discreteな量が問題 にな る。 この場 合にSlutskyが与
ゆ
えtc説明のく 代替効果》 は同一無差別曲線上の変動PΩ で は ない。す なわ ち,
Slutskyにおいて はつ ぎの よ うに説 明 されてい る。P」が δPjだけ騰 貴 した と
きに所得 のくapparentloss》はXjδP」で あ り,したが って所得が それだ け補償
され ～ば価格の変化に もか ＼わ らず もとの均衡点 において購入 していた数量 を
依然 として購 入す るこ とが で きる(<compensatingvariatiQnofincGme>>)。
ところが,相 対価格が変化 した 、めに,以 前 と同一の数量 を購 入す るこ とがで
きるに もか ＼わ らず,消 費者 は新 しい'(仮の)均 衡点に移 るこ とに よって以前
よ りもbetteroff,すなわ ち高 い効用指標 を もった無差別曲線 に移 るこ とが で
きる。 つぎに,仮 に補償 す る と仮定 しておいた所得のくapparentloss》x5δPゴ
だけを取 り去 ると・相対価格が不変で所得yが 減少する場合 ζ全 く同一 のプ
・セスを7こどって,Mし い(最 終的な)均 衡点に達する。 ヨi
　
図で表示す る と第2図 のよ うに なるで あろ う・ もとの均衡点Pどtも との
価格 線ABか らP」が下って新 しい価格線 がACに なった ときに.も との均
衡 点Pの(x`,X」)座 標 によって示 され るも とのそれ ぞれの財の購 入量 を丁度
購 入出来 るよ うにす るた めには,ACと 平行 な傭線がPを 通 らなけれ ば な ら
ない。換云 すれぼADの 大 きさが所得 のくapParentloss》(ts'しdの図の
場 合には,価 格の下落 を例 に してい る故apparentgainない しは マ イ ナ ス の
,IOS9.)を表 示 してい る15)したが ってまた,こ の額 だけ所得 に補償的変 化溶 ある
(この場合 には,そ れだ け所得が とり去 られ る)と す る と,こ の消費者 はPに
留 るこ とももちろん可能 で あるが9'に 移 るこ とに よって もっ とも高 い効用指
標 を もった無差曲線 に移 るこ とが で きる。つぎに所得 の仮の 補 償 的変化Ptx
ADを と り去 る(こ の場 合には戻す)と 所得一消費曲線 に沿 って Ω'か ら最終
的 な均衡点Rに 移 る。
この よ うにして,一 般 に図示 され る
(P→g)十(9→R)=(P→R)(1)
とは異 り,
4)``residualvariability　
5)ADは そ の<apParentgain>を財X`で 表 示 した 数 量 で あ り,金 額 に 変 換 す れ
ば もち ろんPεxADで あ る。 そ れは も ち ろん ま たP∫xCEに も等 しい 。
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(P-〉Ω')十(Ω'→R)=(P-)R)(2)
が この場合の経 路にな る。Ωノが ほ とん どΩ に一致す る場 合を除いて,現 実 に
discreteな大 きさを問題 にす る場合 には,代 替効果 と所得 効 果 の 大 き さ は 、
ら
(1)と(2>とで は変 って くるで あろ う。
